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第１章 調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は、平成 18 年度に行う「久留米市障害者福祉長期行動計画（仮称）」策定の基礎資料

とするために実施した。 

調査の対象は、身体・知的・精神のすべての障害者であり、その意識や生活実態、福祉サー

ビスの利用状況・利用意向や、行政に対する要望等を把握することにより、障害者施策におけ

る課題を整理し、今後の施策の検討に活用するものである。 

 
 

２．調査設計と回収結果 
 身体障害者（児）調査 知的障害者（児）調査 精神障害者調査 

調査対象 久留米市内に居住する

身体障害者手帳所持者 
久留米市内に居住する

療育手帳所持者 

久留米市内に居住する

通院医療費公費負担制

度利用者 

抽出方法 無作為抽出 無作為抽出 無作為抽出 

調査方法 郵送調査 郵送調査 郵送調査 

標本数 3,000 サンプル 500 サンプル 500 サンプル 

有効回収数 1,890 サンプル 306 サンプル 237 サンプル 

有効回収率 63.0％ 61.2％ 47.4％ 

調査期間 平成 18 年 1 月 6 日（金）～平成 18 年 1 月 31 日（火） 
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３．調査票の記入者 

各調査の調査票記入者は下記のとおりである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．調査の実施主体と集計分析機関 

【実 施 主 体】久留米市 健康福祉部 障害者福祉課 

【分析監修と課題の考察】鬼﨑 信好（福岡県立大学 教授） 

【集 計】株式会社サーベイリサーチセンター九州事務所 

 
 
 

５．調査結果の見方 

（１） 回答は、原則として各質問の調査数を基数（ｎ）とした百分率（％）で表し、小数第 2

位を四捨五入している。このため、百分率の合計が 100％にならない場合がある。また、

2つ以上の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が 100％を超える場合が

ある。 

（２） クロス集計の表側に使用している「性別」「年齢」等の基本属性では、副問（サブクエ

スチョン）等の回答者が限定される質問もあるため、図表中の表側項目の調査数を合

計しても、必ずしも調査の有効回答数にならない場合がある。 

（３） クロス集計等において、基数（ｎ）となる調査数が少数となる場合は参考までに数値

を見る程度に留め、結果の利用には注意を要する。 

（４） 本文または図表中の質問文及び回答選択肢については、省略して表記している場合が

あるため、詳細は巻末の「調査票」を参照のこと。 

 

 

13.1 21.9

27.1

26.259.5

43.3 19.5

9.3 4.6

46.7

9.8

0.4

0.3

0.2

18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

本人が全部回答または記入した            
他の人が本人の意思を確認しながら記入した
本人意思の確認は困難なため、他の人が回答または記入した      
その他              
無回答              
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第２章 調査結果の概要 
 

１．基本属性等                           

（１）性別 

○ 身体障害者では男女がほぼ半数ずつであるが、知的障害者では「男性」（58.2％）、精神障

害者では「女性」（53.2％）がやや多い。【→図表Ⅱ-1、19 頁、100 頁、178 頁】 

【図表Ⅱ-1 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

○ 身体障害者の 6割強（62.1％）は 65 歳以上の高齢者である。知的・精神障害者は、身体障

害者に比べて 64 歳以下の若い年齢層の割合が高く、知的障害者では 20 歳代以下の若年層

が 4割強（44.1％）を占めている。精神障害者では 40・50 歳代が 4割強（43.9％）を占め

ている。【→図表Ⅱ-2、19 頁、100 頁、178 頁】 

【図表Ⅱ-2 年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.2

45.1

49.7

40.8

48.3

53.2 1.7

1.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

男性 女性 無回答

24.2 19.9

3.9

12.1

21.1

12.8

22.8

9.8

9.3

62.1

12.7

3.4

3.3

2.1

13.9 13.9

22.5

3.4

11.4

2.6 3.6

3.0

3.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

17歳以下          18～29歳        30～39歳        

40～49歳        50～59歳        60～64歳        

65歳以上          無回答              
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（３）障害を受けた時期 

○ 障害を受けた時期（知的障害者は療育手帳交付時期、精神障害者は精神科・神経科の初診

時期）をみると、知的障害者では「17 歳以下」（52.0％）が半数強を占めて最も多い。また、

身体障害者では「65 歳以上」（25.0％）、精神障害者では「18～29 歳」（35.0％）が最も多

い。【→図表Ⅱ-3、29 頁、103 頁、183 頁】 

【図表Ⅱ-3 障害を受けた時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）家族構成 

○ 在宅で生活している障害者の家族構成は、3障害ともに「父母等の家族と同居」が過半数を

占めて最も多く、若年層が多い知的障害者では 8 割を超えている。65 歳以上の高齢者が多

い身体障害者では他に比べて「夫婦のみ」（29.4％）の割合が高い。【→図表Ⅱ-4、40～41

頁、117～118 頁、179～180 頁】 

【図表Ⅱ-4 家族構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.0 18.6

9.9

6.5

11.0

16.2

7.2

10.4 25.0

5.113.9

18.1 6.7

35.0 19.4

8.5

6.5

2.0

1.7

0.7 0.0

6.8

11.8

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

17歳以下          18～29歳        30～39歳        

40～49歳        50～59歳        60～64歳        

65歳以上          無回答              

2.2 4.9

7.6

13.9

11.2

4.9

29.4

15.6 67.5

84.3

51.1

2.1

0.6

0.8

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,681）

知的障害者（ｎ＝223）

精神障害者（ｎ＝237）

一人暮らし          夫婦のみ            

父母等の家族と同居  家族以外の人と同居  

無回答              
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（５）身体障害者の基本属性 
○ 身体障害者の半数弱（47.2％）は重度障害者（身体障害者手帳 1・2級）であり、17 歳以下

では 7 割（69.9％）が重度障害者である。【→20～21 頁】 

○ 身体障害者の主な障害の部位は、『肢体不自由』（44.9％）が最も多く、次いで『内部障害』

（24.8％）、『聴覚・平衡機能』（11.5％）である。【→22～23 頁】 

○ 身体障害者の 4割（38.5％）は主な障害以外にも重複する身体障害がある。【→27～28 頁】 

○ 療育手帳所持者は 15.8％である。【→30 頁】 

○ 40 歳以上の人のうち、介護保険の要介護認定を受けている人は 35.4％である。【→31 頁】 

○ 施設入所者は 8.2％である。【→34 頁】 

 

 

 

（６）知的障害者の基本属性 
○ 知的障害者の障害の程度は、療育手帳Ａが 6割弱（57.5％）、療育手帳Ｂが 4割弱（37.6％）

となっている。【→101～102 頁】 

○ 知的障害の内容（診断名）は、「精神発達遅滞」（41.5％）が最も多く、次いで「自閉症」

（18.3％）、「てんかん」（18.3％）となっている。【→107 頁】 

○ 知的障害者の 3 割（30.7％）は身体障害があり、その半数強（54.2％）は重度（身体障害

者手帳 1・2 級）の身体障害である。【→104 頁】 

○ 福祉施設入所者は 24.5％である。【→111 頁】 

 

 

 

（７）精神障害者の基本属性 
○ 精神障害者の 6 割弱（57.8％）は精神科・神経科に入院したことがある。【→184 頁】 

○ 現在の精神科・神経科の受診回数は「月に 2～3 回」（39.2％）が最も多い。【→185 頁】 

○ 現在の症状では、回復傾向にある人が半数（49.0％）を占めて最も多い。その他、悪化傾

向にある人が 5.9％、症状が不安定な人が 14.8％、症状に変化がない人が 27.0％となって

いる。【→186 頁】 

○ 精神障害者保健福祉手帳所持者は 3 割弱（28.3％）である。【→206 頁】 
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２．生活自立度や外出の状況について                     

（１）日常生活動作の自立度 

○ 外出等の日常生活上の動作等に介助（援助）を要する人の割合をみると、身体・知的障害

者では「外出」や「文字（書類）の記入」、「入浴」等が共通して上位にあがっている。精

神障害者は、身体・知的障害者とは異なる項目で自立度を質問したが、「食事のしたく」や

「健康管理」等で援助を要する割合が高い。【→図表Ⅱ-5、32～33 頁、109～110 頁、188～

189 頁】 

 

【図表Ⅱ-5 日常生活動作に介助（援助）を要する人の割合（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 外出（37.0％） 文字の記入（62.4％） 食事のしたく（37.1％） 

第２位 文字・書類の記入（32.0％） 外出（59.5％） 健康管理（33.3％） 

第３位 車の乗降（29.7％） 意思の伝達（53.3％） 金銭管理（24.9％） 

第４位 入浴（28.1％） 入浴（37.3％） 買い物（21.9％） 

第５位 着替え（22.0％） 歯磨き（29.4％） 掃除・整理整とん（20.3％）

※質問した日常生活動作の項目は障害ごとに異なる。 

 

 

 

（２）外出 

○ 外出の状況（外出したいと思うところに外出できているか）については、3障害とも「でき

ている」「どちらかといえば、できている」をあわせると 6～7割を占めている。【→図表Ⅱ

-6、57 頁、134 頁、204 頁】 

【図表Ⅱ-6 外出】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.7 36.9

12.6

11.1

9.3

7.8

44.3

41.1 27.4

29.5 15.2

15.0

11.2

1.7

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

できている どちらかといえば、できている

どちらかといえば、できていない できていない

無回答
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○ 外出時に不便や困難を感じることは、身体障害者では「歩道や建物に階段、段差が多い」

（38.4％）、知的障害者では「まわりの人の目が気になる」（17.0％）が最も多い。また、「歩

道や建物に階段、段差が多い」や「歩道や横断歩道などで危険を感じる」、「外出に経費が

かかりすぎる」などが共通して上位にあがっている。【→図表Ⅱ-7、59～60 頁、136～137

頁】 

【図表Ⅱ-7 外出時に不便や困難を感じること（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 

第１位 歩道や建物に階段、段差が多い（38.4％） まわりの人の目が気になる（17.0％） 

第２位 障害者用トイレが少ない（17.2％） 歩道や建物に階段、段差が多い（14.4％） 

第３位 歩道や横断歩道などで危険を感じる（15.1％） 歩道や横断歩道などで危険を感じる（12.7％）

第４位 外出に経費がかかりすぎる（11.7％） 付き添いをする人がいない（12.1％） 

第５位 駐車場が少ない（10.9％） 外出に経費がかかりすぎる（11.4％） 

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

 

 

 

３．就労について                          

（１）就労状況 

○ 就労率（「仕事をしている」の割合）は、3障害とも 2～3割程度であり、高齢層が多い身体

障害者でやや低い。【→図表Ⅱ-8、47 頁、124 頁、194 頁】 

 

【図表Ⅱ-8 就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.8 66.3

29.5

19.8 75.2

70.0 0.4

5.9

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

仕事をしている      仕事をしていない    無回答              
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○ 就労者の仕事の種類（内容）は、身体・精神障害者では「常雇い」や「臨時・パート・ア

ルバイトなど」が多いが、知的障害者では「授産施設・共同作業所など」（60.0％）が 6割

を占めて最も多い。【→図表Ⅱ-9、48 頁、125 頁、195 頁】 

 

【図表Ⅱ-9 仕事の種類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）月収 

○ 仕事で得る月収をみると、身体・精神障害者では各収入層が概ね 1～2割ずつに分散してお

り、「常雇い」の割合が高い精神障害者では「20～30 万円未満」（22.9％）の高収入層の割

合も高い。一方、就労者の 6割が授産施設・共同作業所などで働いている知的障害者では、

「1 万円未満」（45.9％）が半数弱を占めて最も多い。【→図表Ⅱ-10、50 頁、127 頁、197

頁】 

 

【図表Ⅱ-10 月収】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.9 11.8

11.7

22.9

10.1

12.9

10.0

7.7 8.8

10.0 17.1

8.2

15.2

12.9

18.6

14.4

7.1

9.1

5.9

7.1

12.3

2.4 0.0

4.3

0.0

10.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝375）

知的障害者（ｎ＝85）

精神障害者（ｎ＝70）

１万円未満 １～３万円未満 ３～７万円未満

７～１１万円未満 １１～１５万円未満 １５～２０万円未満

２０～３０万円未満 ３０万円以上 無回答

4.8

5.7

0.0

10.0

14.4

1.2

18.4

14.3

1.4

0.0

3.7

8.2

27.1

24.8

31.4

24.5

18.8

8.6

6.4

60.0 7.1

1.4

4.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝375）

知的障害者（ｎ＝85）

精神障害者（ｎ＝70）

農業・林業・漁業（家族従業を含む） 商工サービス自営（家族従業を含む）

会社役員・団体役員など 常雇い（正社員・正職員）

臨時・パート・アルバイトなど 授産施設・共同作業所など

その他 無回答
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（３）仕事での悩み、仕事をする上で必要な条件整備 

○ 仕事上の悩みや困っていることは、「収入が少ない」が 3 障害に共通して最も多い。【→図

表Ⅱ-11、51～52 頁、128～129 頁、198～199 頁】 

【図表Ⅱ-11 仕事上の悩みや困っていること（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝375） 知的障害者（ｎ＝85） 精神障害者（ｎ＝70） 

第１位 収入が少ない（34.7％） 収入が少ない（37.6％） 収入が少ない（55.7％） 

第２位 

通院や病気・障害を理由に休

み を 取 る こ と が 難 し い

（7.2％） 

職場でのコミュニケーション

がうまくとれない（18.8％）

通院や病気・障害を理由に休

み を 取 る こ と が 難 し い

（22.9％） 

第３位 

障害がない人と比べて、仕事

の内容や昇進などに差がある

（5.3％） 

障害への理解が得にくく、人

間関係がむずかしい（14.1％）

職場までの通勤がたいへん

（20.0％） 

第４位 
職場までの通勤がたいへん

（5.1％） 

職場までの通勤がたいへん

（10.6％） 

仕事の内容が難しく、覚える

のがたいへん（12.9％） 

第５位 
障害への理解が得にくく、人

間関係がむずかしい（4.8％）

仕事の内容が難しく、覚える

のがたいへん（7.1％） 

障害がない人と比べて、仕事

の内容や昇進などに差がある

（7.1％） 

職場でのコミュニケーション

がうまくとれない（11.4％）

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

○ 仕事をする上で必要な条件整備では、「障害にあった仕事であること」や「周囲が自分を理

解してくれること」等が 3 障害に共通して上位にあがっている。このほか、身体障害者で

は「自宅で仕事ができること」や「通勤手段があること」等の職場までのアクセスに関す

る項目の割合が高く、知的障害者では「職場によい指導者や先輩がいること」や「ジョブ

コーチなど職場に慣れるまで援助してくれる制度があること」等の職場環境や就労継続支

援に関する項目の割合が高い。【→図表Ⅱ-12、55～56 頁、132～133 頁、202～203 頁】 

【図表Ⅱ-12 仕事をする上で必要な条件整備（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 
障害にあった仕事であること

（20.8％） 

障害にあった仕事であること

（42.8％） 

周囲が自分を理解してくれる

こと（37.1％） 

第２位 
周囲が自分を理解してくれる

こと（16.7％） 

周囲が自分を理解してくれる

こと（41.2％） 

通院などの保障があること

（30.8％） 

職場によい指導者や先輩がい

ること（30.8％） 

第３位 
自宅で仕事ができること

（12.4％） 

職場によい指導者や先輩がい

ること（33.0％） 

勤 務 時 間 や 日 数 の 短 縮

（27.0％） 

第４位 
通院などの保障があること

（9.9％） 

ジョブコーチなど職場に慣れ

るまで援助してくれる制度が

あること（29.1％） 

賃 金 が 妥 当 で あ る こ と

（22.8％） 

第５位 通勤手段があること（7.4％）

共同作業所や授産施設など福

祉的就労の場を確保すること

（25.8％） 

障害にあった仕事であること

（21.9％） 

※「その他」「特にない」等除く。 
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４．福祉サービス等について                         

（１）福祉サービスの利用意向 

○ 現在実施されている、もしくは、今後、障害者自立支援法により新たに導入される予定の

福祉サービスの利用意向（「近いうちに利用したい」「将来、必要なときがきたら利用した

い」の割合）についてたずねた。【→図表Ⅱ-13、61～62 頁、138～139 頁、209～210 頁】 

身体障害者では「日常生活用具の給付」や「ホームヘルプ」、知的障害者では「外出支援」

や「市役所・生活支援センター等の相談窓口」、精神障害者では「市役所・生活支援センタ

ー等の相談窓口」や「ホームヘルプ」の利用意向が高く、「市役所・生活支援センター等の

相談窓口」は 3 障害に共通して利用意向が高い。 

また、「生活自立のための訓練・支援」や「就労訓練・就労継続支援」等の自立生活に関わ

る訓練等のサービスは、身体障害者に比べて知的・精神障害者で利用意向が高い。 

 

【図表Ⅱ-13 福祉サービスの利用意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）精神障害者に必要な支援 

○ 精神障害者が充実した生活を送るために必要な支援は、「24 時間いつでも相談できる体制

や身近な相談相手」（28.7％）が最も多く、次いで「公営住宅への優先入居や家賃の減額・

免除制度」（24.1％）、「昼間の行き場所（デイケア・当事者グループの集まりなど）」

（16.5％）、「配食提供サービス」（16.0％）となっている。【→213～214 頁】

※「日常生活用具の給付」「コミュニケーション支援（点字・朗読・手話等）」は身
体障害者・知的障害者のみの選択肢

23.1

16.8

17.7

9.9

14.1

10.5

24.1

25.8

9.9

55.3

29.4

34.3

24.2

19.3

23.9

16.0

31.0

31.7

32.4

21.6

8.2

44.4

26.6

21.9

17.7

13.9

13.5

17.3

21.9

21.1

29.5

51.5

13.9

25.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ホームヘルプ

外出支援

デイサービス・デイケア

ショートステイ

グループホーム・ケアホーム

福祉施設

生活自立のための訓練・支援

就労訓練・就労継続支援

市役所・生活支援センター
等の相談窓口　　　　　　　

日常生活用具の給付

コミュニケーション支援
（点字・朗読・手話等）

無回答

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）
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５．障害児の保育・教育について（身体・知的障害児）             

（１）入学（園）について 

○ 身体・知的障害児の 9 割は、希望どおりの学校や園に入学（入園）できているが、できな

かった人も 5.0％程度いる。【→図表Ⅱ-14、92 頁、170 頁】 また、入学時に条件があった

人が 3 割強となっている。【→図表Ⅱ-15、93 頁、171 頁】 

 

【図表Ⅱ-14 入学（園）について】     【図表Ⅱ-15 入学時の条件の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）先生や友人の理解について 

○ 身体・知的障害児ともに、過半数は先生の理解があったと回答しているが【→図表Ⅱ-16、

94 頁、172 頁】、友人の理解は先生の理解よりも低く、3～4 割台と半数未満に留まる。【→

図表Ⅱ-17、95 頁、173 頁】 

 

【図表Ⅱ-16 先生の理解】         【図表Ⅱ-17 友人の理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.5

90.9

5.1

4.5

3.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害児

    （ｎ＝44）

知的障害児

    （ｎ＝59）

できた できなかった 無回答

64.4

65.9

32.2

31.8

3.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害児

    （ｎ＝44）

知的障害児

    （ｎ＝59）

条件なし 条件あり 無回答

55.9

61.4

37.3

31.8

1.7

4.5

5.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害児

    （ｎ＝44）

知的障害児

    （ｎ＝59）

理解がある まあまあ理解がある

理解がない 無回答

30.5

43.2

62.7

40.9

1.7

11.4

5.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害児

    （ｎ＝44）

知的障害児

    （ｎ＝59）

理解がある まあまあ理解がある

理解がない 無回答
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（３）教育に関する要望 

○ 教育に関する要望では、「専門知識を持った教職員の加配」「障害に関する理解向上」が共

通して 1・2 位にあがっている。【→図表Ⅱ-18、96～97 頁、174～175 頁】 

 

【図表Ⅱ-18 教育に関する要望（上位 5 項目）】 

 身体障害児（ｎ＝44） 知的障害児（ｎ＝59） 

第１位 専門知識を持った教職員の加配（56.8％） 専門知識を持った教職員の加配（64.4％） 

第２位 障害に関する理解向上（43.2％） 障害に関する理解向上（37.3％） 

第３位 
本人が希望する学校に入れるなど、個人のニー

ズに応じた教育（31.8％） 

学校教育におけるノーマライゼーションの推

進（33.9％） 

第４位 学校への訪問看護師の派遣（27.3％） 

本人が希望する学校に入れるなど、個人のニー

ズに応じた教育（27.1％） 

職業教育の充実（27.1％） 

第５位 
学校教育におけるノーマライゼーションの推

進（25.0％） 
障害児学級の教員配置の見直し（25.4％） 

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

 

 

 

６．災害対策について                          

（１）災害時に頼れる人 

○ 3 障害とも 6 割以上の人は災害時に頼れる人がいるが、いない人も 2～3 割前後おり、精神

障害者では 3 割（30.4％）と高い。【→図表Ⅱ-19、70～71 頁、149 頁、222 頁】 

 

【図表Ⅱ-19 災害時に頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.1

65.8

70.8

17.0

23.1

30.4 3.8

4.9

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

いる                いない              無回答              
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（２）災害時に心配なこと 

○ 災害時に心配なことは、身体障害者では「安全なところまで、すぐ避難することができな

い」、知的障害者では「避難所で障害にあった対応をしてくれるか心配である」、精神障害

者では「必要な薬が手に入らない、治療を受けられない」が最も多い。【→図表Ⅱ-20、72

～73 頁、150～151 頁、223～224 頁】 

【図表Ⅱ-20 災害時に心配なこと（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 
安全なところまで、すぐ避難

することができない（30.7％）

避難所で障害にあった対応を

してくれるか心配である

（29.7％） 

必要な薬が手に入らない、治

療を受けられない（32.1％）

第２位 

避難所で障害にあった対応を

してくれるか心配である

（28.0％） 

まわりの人とのコミュニケー

ションがとれない（28.8％）

被害状況や避難所の場所、物

資の入手方法等がわからない

（26.2％） 

第３位 
正確な情報がなかなか流れて

こない（21.2％） 

安全なところまで、すぐ避難

することができない（22.5％）

正確な情報がなかなか流れて

こない（25.3％） 

第４位 
必要な薬が手に入らない、治

療を受けられない（16.6％）

被害状況や避難所の場所、物

資の入手方法等がわからない

（16.3％） 

救助を求めてもすぐ来てくれ

る人がいない（18.6％） 

第５位 

被害状況や避難所の場所、物

資の入手方法等がわからない

（15.4％） 

救助を求めることができない

（16.0％） 

避難所で障害にあった対応を

してくれるか心配である

（16.5％） 

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

 

７．生活全般について                        

（１）困っていることや将来に対する不安・悩み 

○ 日常生活において困っていることや将来に対する不安・悩みは、「障害や健康上の心配、悩

み」や「経済的な不安」、「将来の生活が不安」等が 3障害に共通して上位にあがっている。

このほか、身体・知的障害者では「身辺の世話がかかる」という介護・介助の問題、精神

障害者では生きがいや結婚等の社会生活に関する問題があがっている。【→図表Ⅱ-21、74

～75 頁、152～153 頁、225～226 頁】 

 

【図表Ⅱ-21 困っていることや将来に対する不安・悩み（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 
障害や健康上の心配、悩み

（51.4％） 
将来の生活が不安（39.5％） 経済的な不安（57.0％） 

第２位 経済的な不安（38.9％） 
障害や健康上の心配、悩み

（35.9％） 
将来の生活が不安（46.4％）

第３位 将来の生活が不安（26.6％） 経済的な不安（35.6％） 
障害や健康上の心配、悩み

（41.8％） 

第４位 身辺の世話がかかる（10.8％） 身辺の世話がかかる（15.7％）
生きがいを見いだせない

（14.8％） 

第５位 住まいの不満、悩み（8.9％）

仕事の不満または働く場がな

い（10.1％） 

友達がいない（10.1％） 

結 婚 問 題 の 不 安 、 悩 み

（11.4％） 

※「その他」「特にない」等除く。 
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（２）地域活動に参加するときに妨げとなること 

○ 地域での活動に参加するときに妨げとなることは、「健康や体力に自信がない」や「コミュ

ニケーションが難しい」、「どのような活動が行われているか知らない」等が 3 障害に共通

して上位にあがっている。【→図表Ⅱ-22、80～81 頁、158～159 頁、231～232 頁】 

 

【図表Ⅱ-22 地域活動に参加するときに妨げとなること（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 
健康や体力に自信がない

（33.1％） 

コミュニケーションが難しい

（33.0％） 

健康や体力に自信がない

（32.9％） 

第２位 
どのような活動が行われてい

るか知らない（12.4％） 

気軽に参加できる活動が少な

い（17.6％） 

どのような活動が行われてい

るか知らない（27.4％） 

第３位 

気軽に参加できる活動が少な

い（9.6％） 

参加したくなるようなものが

ない（9.6％） 

一緒に活動する友人・仲間が

いない（17.0％） 

一緒に活動する友人・仲間が

いない（24.9％） 

第４位 
一緒に活動する友人・仲間が

いない（9.4％） 

どのような活動が行われてい

るか知らない（15.4％） 

コミュニケーションが難しい

（18.6％） 

第５位 
コミュニケーションが難しい

（7.4％） 
周囲の理解がない（14.7％）

参加したくなるようなものが

ない（16.0％） 

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

 

８．将来の暮らし方について                        
 

（１）福祉施設入所者が希望する将来の暮らし方（身体・知的障害者） 

○ 福祉施設に入所している身体・知的障害者が希望する将来の暮らし方では、「今の施設で暮

らし続けたい」が過半数を占めて最も多い。「独立して一人で暮らしたい」「家族や親族と

暮らしたい」「グループホーム等で仲間と暮らしたい」をあわせた『地域生活移行希望者』

は 2割前後となっている（身体：21.3％、知的：17.3％）。【→図表Ⅱ-23、37 頁、114 頁】 

【図表Ⅱ-23 福祉施設入所者が希望する将来の暮らし方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.0

12.961.3

5.3

0.6

1.3

3.2

10.7

16.8

1.3

5.3

0.0

1.3

17.3 2.7

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝155）

知的障害者（ｎ＝75）

今の施設で暮らし続けたい 別の福祉施設に移りたい

独立して一人で暮らしたい 家族や親族と暮らしたい

グループホーム等で仲間と暮らしたい その他

わからない 無回答
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○ 福祉施設に入所している身体・知的障害者が地域生活に移行するために必要な条件では、

「昼間の介護を頼める人がいること」や「食事の心配をしなくていいこと」等が共通して

上位にあがっている。【→図表Ⅱ-24、38～39 頁、115～116 頁】 

【図表Ⅱ-24 福祉施設入所者が地域生活に移行するために必要な条件（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝155） 知的障害者（ｎ＝75） 

第１位 昼間の介護を頼める人がいること（29.0％） 食事の心配をしなくていいこと（33.3％） 

第２位 夜間の介護を頼める人がいること（28.4％） 昼間の介護を頼める人がいること（21.3％）

第３位 食事の心配をしなくていいこと（25.8％） 

掃除や洗濯等の家事の手伝いを頼める人が

いること（18.7％） 

生 活 す る の に 十 分 な 収 入 が あ る こ と

（18.7％） 

第４位 主治医や医療機関が近くにあること（21.9％） 家族と同居できること（14.7％） 

第５位 

掃除や洗濯等の家事の手伝いを頼める人がい

ること（15.5％） 

生活するのに十分な収入があること（15.5％）

夜間の介護を頼める人がいること（12.0％）

デイサービスや共同作業所等に通えること

（12.0％） 

主 治 医 や 医 療 機 関 が 近 く に あ る こ と

（12.0％） 

グループホーム等の仲間と共同生活できる

場があること（12.0％） 

※「その他」「特にない」等除く。 

 

 

 

（２）在宅生活者が希望する将来の暮らし方 

○ 在宅で生活している身体・知的・精神障害者が希望する将来の暮らし方では、3障害いずれ

においても「今の場所で暮らし続けたい」が最も多く、身体・精神障害者では過半数を占

めている。【→図表Ⅱ-25、46 頁、123 頁、229 頁】 

【図表Ⅱ-25 在宅生活者が希望する将来の暮らし方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.7 8.1

5.5

11.5

15.255.7

65.4 7.6

3.4

8.0

5.8

1.8

2.7

5.9

2.7

3.0

1.2

11.2

1.1

1.3

24.7

3.4

8.5

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,681）

知的障害者（ｎ＝223）

精神障害者（ｎ＝237）

今の場所で暮らし続けたい 福祉施設に入所したい

独立して一人で暮らしたい 別居している家族や親族と暮らしたい

グループホーム等で仲間と暮らしたい その他

わからない 無回答
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９．久留米市の福祉施策について                       

（１）福祉に関する情報の入手状況 

○ 福祉に関する情報の入手状況（福祉に関する情報を十分に入手できているか）については、

『十分』（「十分」「どちらかといえば十分」）との回答は、3障害とも 1 割に満たず（身体：

8.7％、知的：4.9％、精神：4.2％）、『不十分』（「どちらかといえば不十分」「不十分」）

が 4 割弱～5 割（身体：38.1％、知的：39.2％、精神：50.7％）を占めている。【→図表Ⅱ

-26、67 頁、146 頁、219 頁】 

【図表Ⅱ-26 福祉に関する情報の入手状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２）ノーマライゼーションのまちづくり 

○ 久留米市がノーマライゼーションを活かしたまちづくりをしているかという問に対しては、

3 障害ともに「わからない」との回答が 4 割を超えて最も多い。 

ノーマライゼーションを活かしたまちづくりをしていると思う人（「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」）と、そう思わない人（「どちらかといえばそう思わない」「そう思わな

い」）の割合を比較すると、身体障害者では27.6％：17.7％、知的障害者では27.2％：25.2％、

精神障害者では 31.6％：17.3％となっており、知的障害者ではほぼ同率であるが、身体・

精神障害者では、ノーマライゼーションを活かしたまちづくりをしていると思う人が思わ

ない人を上回っている。【→図表Ⅱ-27、84 頁、162 頁、235 頁】 

 

【図表Ⅱ-27 ノーマライゼーションのまちづくり】 
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9.0

11.8

8.9

8.7

46.0
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身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない        

わからない          無回答              
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17.6

21.5

15.5

24.2 9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者（ｎ＝1,890）

知的障害者（ｎ＝306）

精神障害者（ｎ＝237）

十分 どちらかといえば十分 普通

どちらかといえば不十分 不十分 わからない

無回答
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（３）障害者福祉施策として重点的に進めること 

○ 障害者福祉施策として久留米市が重点的に進めることでは、3障害ともに「年金や手当など

の充実」が第 1位となっており、このほかにも「通院・治療のための医療費の助成」や「障

害者に対する社会全体の理解を深めるための啓発や教育の充実」等が 3 障害に共通して上

位に上がっている。【→図表Ⅱ-28、85～87 頁、163～165 頁、236～238 頁】 

また、身体障害者では「障害者にやさしいまちづくりの推進」や「緊急時や災害時の支援

体制の充実」などの住環境整備や災害対策等の要望が高く、知的・精神障害者では就労対

策（就労支援の充実）の要望が高い。 

 

【図表Ⅱ-28 障害者福祉施策として重点的に進めること（上位 5 項目）】 

 身体障害者（ｎ＝1,890） 知的障害者（ｎ＝306） 精神障害者（ｎ＝237） 

第１位 
年 金 や 手 当 な ど の 充 実

（48.3％） 

年 金 や 手 当 な ど の 充 実

（53.3％） 

年 金 や 手 当 な ど の 充 実

（54.9％） 

第２位 
通院・治療のための医療費の

助成（31.1％） 
就労支援の充実（35.0％） 

通院・治療のための医療費の

助成（41.8％） 

第３位 
障害者にやさしいまちづくり

の推進（25.4％） 

障害者に対する社会全体の理

解を深めるための啓発や教育

の充実（30.4％） 

障害者に対する社会全体の理

解を深めるための啓発や教育

の充実（30.8％） 

第４位 

障害者に対する社会全体の理

解を深めるための啓発や教育

の充実（23.8％） 

障害の種類や程度に応じた障

害 児 保 育 ・ 教 育 の 充 実

（25.2％） 

就労支援の充実（27.8％） 

第５位 
緊急時や災害時の支援体制の

充実（20.3％） 

通院・治療のための医療費の

助成（21.6％） 

障害者に対する情報提供や相

談窓口の充実（19.4％） 

※「その他」「特にない」等除く。 
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